
同
志
社
創
昔
二
十
五
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て
(
感
謝
鼻
報
逃

学
校
法
人
同
志
社
は
昨
年
、
創
立
百
二
十
五

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基

づ
く
自
由
と
愛
の
精
神
を
培
い
、
良
心
を
研
ぎ

澄
ま
す
こ
と
が
、
日
本
の
近
代
化
と
国
家
社
会

へ
の
貢
献
の
た
め
に
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
し

た
新
島
襄
の
志
と
熱
烈
な
祈
り
を
思
い
起
こ

し
、
あ
ら
た
め
て
今
、
そ
の
志
を
同
じ
く
す
る

人
々
が
ひ
と
つ
に
結
集
し
確
認
し
合
、
つ
こ
と

で
、
そ
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

念
願
し
て
、
記
念
事
業
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

事
業
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
主
な
も
の
に
つ
い
て
簡
単
に

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
「
同
志
社
び
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ

1
」
を
キ
リ
ス
ト
教
主
義
お
よ
び
国
際
主
義
の

教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
建
設
し

ま
し
た
。
こ
こ
は
、
伝
統
的
な
雰
囲
気
の
都
市

型
の
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
、
モ
ダ
ン
な
明
る
い

雰
囲
気
の
郊
外
型
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
ハ
ス
に
次

ぐ
第
の
り
ゾ
ー
ト
型
の
キ
ャ
ン
ハ
ス
で
、
新

島
が
目
指
し
た
よ
う
な
寮
と
教
室
を
密
接
に
関

連
づ
け
た
場
で
の
教
育
の
可
能
性
を
求
め
、
教

師
と
学
生
・
生
徒
と
が
生
活
を
共
に
す
る
こ
と

で
、
人
格
的
な
交
流
を
密
に
す
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
の
充
実
を
と
願
っ
た

も
の
で
す
。

つ
ぎ
に
、
知
的
退
廃
と
モ
ラ
ル
荒
廃
が
い
た

る
と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
る
現
在
の
混
迷
の
時
代

に
あ
っ
て
、
新
島
の
志
を
生
か
す
と
す
れ
ぱ
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
持
ち
得
る
の

か
を
多
く
の
方
々
と
と
も
に
確
か
め
ム
ロ
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
願
い
、
東
京
と
京
都
で
記
念
シ

ン
ホ
ジ
ウ
ム
を
人
止
画
し
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト

の
方
々
の
活
動
と
経
験
か
ら
語
ら
れ
る
知
恵
と

^
信
に
満
ち
た
^
々
の
ご
^
一
言
に
ょ
っ
て
、
^

代
を
超
え
、
国
境
を
超
え
、
文
化
の
違
い
を
超
え

て
、
共
に
生
き
る
志
を
共
有
し
て
ぃ
く
こ
と
が

ど
ん
な
に
大
切
か
を
、
あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
、

学
校
法
人
同
志
社
理
事
長
野
本
真
也

^
^
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
^
^
き
ま
し
た

ま
た
、
小
学
校
設
立
の
可
能
性
を
協
議
す
る

過
程
で
、
総
合
学
園
と
し
て
の
同
志
社
の
あ
り

方
、
各
学
校
の
あ
り
方
、
日
本
の
教
育
の
問
題

点
や
解
決
方
法
な
ど
を
検
討
す
る
機
会
を
持
っ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
数
々
の
記
念
事
業
に
は
、
じ
つ
に
多

く
の
方
々
が
こ
こ
ろ
を
ひ
と
つ
に
し
て
積
極
的

に
関
わ
り
、
ご
夫
千
仕
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
教
^

員
.
卒
業
生
・
在
校
生
の
方
々
に
は
、
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
&
ウ
ィ
ー
ク
、
各
地
で
の
講
演

会
な
ど
の
諸
行
事
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
多

大
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
心
か
ら
厚

く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
記
念
事
業

の
中
で
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
収
穫
を
糧
に
、
一
十

一
世
紀
の
新
た
な
歩
み
を
同
じ
志
を
抱
く
皆
さ

ま
と
共
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

AⅦA
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同
志
社
創
立
亘
一
十
五
周
年
懇
行
事

.

1

一
九
九
九
年
一
月
か
ら
二
0
0
0
年
三

月
ま
で
の
間
を
記
念
行
事
期
問
と
し
て
、
様
々

な
記
念
行
事
を
実
施
し
た
。

記
念
式
等

1①
同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
式

(
主
催
学
校
法
人
同
志
社
)

二
0
0
0
年
一
月
二
九
日

会
場
同
志
社
礼
拝
堂

参
加
者
約
四
百
十
人

午
餐
会
午
後
か
ら
会
場
を
同
志
社
び
わ
こ
り

ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
行
わ

れ
た
。
参
加
者
約
三
百
人
。

鎮
め
の
時
代
に
向
け
て
1
」

ハ
ネ
リ
ス
ト

ロ
ナ
ル
ド
ド
ー
ア
氏

(
ロ
ン
ド
ン
大
学
名
教
授
・
日
本
研
究
者
)

プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
ウ
ン
ソ
ン
タ
ム
秦
氏

(
タ
イ
上
院
議
員
・
社
会
福
祉
運
動
家
)

大
江
健
三
郎
氏

二
九
九
四
年
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
・
作
家
)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

深
田
末
来
生
氏
(
大
学
神
学
護
握

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

井
上
勝
也
氏
(
大
学
文
学
護
授

沖
田
行
司
氏
(
大
学
文
学
謬
握

参
加
申
込
者
約
三
千
百
人
(
葉
書
に
ょ
る

も
の
)
、
千
三
百
人
に
参
加
券
発
送
、
参
加
者
約

千
人こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
は
明
徳
館
番

教
室
で
同
時
中
継
さ
れ
た
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
を
通
し
て
世
界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
た
。

ア
ク
セ
ス
数
は
日
本
語
千
四
百
七
十
九
件
、
英

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
東
京
1

2二
0
0
0
年
一
一
月
三
日

会
場
束
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

テ
ー
マ
「
共
生
へ
の
志
1
心
の
い
や
し
、
魂
の

同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業

記
念
事
業
報
告

日
本
基
督
教
団
枚
力
く
ず
は
教
会
牧
師

石
田
正
弘
氏

参
加
者
約
二
百
人

②
記
念
礼
拝
(
主
催
学
校
法
人
同
志
社
、
同

志
社
教
会
)

二
0
0
0
年
一
一
月
二
六
日

会
場
同
志
社
栄
光
館

説
教
「
今
な
需
る
新
島
襄

学
校
法
人
同
志
社

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
委
員
会

③
り
ユ
ニ
オ
ン
(
主
催
学
校
法
人
同
志
社
、

同
志
社
校
友
会
、
同
志
社
同
窓
会
)

二
0
0
0
年
一
一
月
二
六
日

会
場
同
志
社
新
島
会
館

参
加
者
約
百
五
十
人

④
早
天
祈
祷
会

二
0
0
0
年
一
一
月
二
九
日

会
場
若
王
子
山
頂

奨
励
松
山
義
則
同
士
柱
総
長

参
加
者
約
三
百
人
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語
四
百
九
十
四
件
、
計
千
九
百
七
十
三
件
。
さ

ら
に
岩
波
宝
国
店
よ
り
『
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』

シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
出
版
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
京
都
1

.

3二
0
0
0
年
一
一
月
二
五
日

会
場
国
立
京
都
国
際
会
館

テ
ー
マ
「
新
世
紀
へ
の
出
発

1
文
化
が
創
る
心
の
時
代
1
」

ハ
ネ
リ
ス
ト

キ
ャ
ス
リ
ン
 
C
 
・
ソ
ー
ン
ト
ン
氏

(
元
N
A
S
A
宇
宙
飛
行
士
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
工
学

応
用
科
学
部
教
授
・
学
部
長

松
井
孝
典
氏

軍
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授
)

枝
成
彰
氏
筰
曲
定

飯
野
賢
治
氏
(
ス
ー
パ
ー
ワ
ー
プ
代
表
取
締
役
)

コ
ー
一
ブ
イ
ネ
ー
タ
ー

磯
村
尚
徳
氏
(
バ
リ
日
本
文
化
会
館
館
長
・
外
交
評
論
妄

参
加
申
込
者
約
下
六
百
人
(
葉
書
に
ょ
る
も

の
)
、
参
加
者
約
千
二
百
人

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
を
通
し
て
伊
界
に
向
け
て
発
佃
さ
れ
た
。

ア
ク
セ
ス
数
は
日
本
語
八
百
四
十
ハ
件
、
英
語

百
二
十
六
件
、
寸
九
百
七
十
二
件

③
岡
山

講
師
小
川
和
久
氏

4
.
記
念
講
演
1
地
方
1

①
福
岡

一
九
九
九
年
一
一
月
ご
百

会
場
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡

講
演
「
ニ
ユ
ー
ス
を
疑
え
!
」

参
加
者
約
四
百
人

九
九
九
年
三
一
月
四
日

会
場
南
海
放
送
本
町
会
館
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

ー
レ

(
国
際
政
治
・
軍
事
ア
ナ
リ
ス

講
演
1
 
「
愛
媛
県
と
同
志
社
」

河
野
仁
昭
氏
完
同
志
社
社
史
資
料
室
長

師

講講
演
2
 
「
楕
円
球
の
詩
」

講
師
林
敏
と
氏(神
鋼
ヒ
ユ
ー
マ
ン
・
ク
リ
エ
イ
ト
)

参
加
者
約
二
百
人

講
演
2
 
「
今
、
お
金
を
ど
う
使
う
か
1
混
乱
す

る
金
融
蛾
力
下
で
1
」

講
師
小
邦
宏
治
氏
(
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

参
加
者
約
百
五
十
人

ノ

④
大
磯

二
0
0
0
年
一
月
二
三
日

会
場
大
磯
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

誠
演
「
新
島
襄
の
『
白
鳥
の
う
た
』
1
大
磯

の
二
十
八
日
1
」

講
師
本
井
康
博
氏
(
同
志
社
大
学
講
師
)

参
加
者
約
百
五
十
人

二
0
0
0
年
一
月
一
日

会
場
ホ
テ
ル
ニ
ユ
ー
オ
カ
ヤ
マ

雛
1
 
「
新
島
襄
の
女
子
教
育
観
」

講
師
坂
本
清
音
氏
爰
子
大
学
教
挫

⑤
仙
台

二
0
0
0
年
六
月
日

会
場
法
華
ク
ラ
ブ
仙
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

講
演
1
 
「
同
志
社
の
仙
台
進
出
を
め
ぐ
っ
て

1
押
川
方
義
と
新
島
襄
1
」

師
本
井
康
博
氏
(
同
志
社
大
学
講
師
)

講講
演
2
 
笑
い
の
経
済
学
L

講
師
木
村
政
雛
氏
(
吉
本
興
業
常
務
取
締
役
)

参
加
者
約
二
百
人

6
新
潟

二
0
0
0
年
六
月

日

②
愛
媛
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会
場
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

^
河
1
 
「
わ
か
心
蛙
^
潟
県
の
た
め
に
^
ゆ

1
同
志
社
校
長
.
暫
熊
の
祈
り
1
L

俳

師

本
井
康
博
氏
(
同
志
社
大
学
講
師
)

一
一
=
Ⅱ訥
演
2

「
宇
'
架
ら
観
た
地
球
の
末
来
」

冉

師
中
村

浩
美
氏

一
"

(
航
九
靈
柵
家
・
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

参
加
者
約
一
丙
人

゛
汝
2
 
「
茶
の
心
と
同
志
社
L

千
尓
室
氏
茶
道
裏
千
家
妄
兀
)

訓
師
参
加
者
約
八
百
五
十
人

参
加
者
約
三
百
人

⑧
札
幌

⑪
福
岡
0
0
0
年
一
0
月
七
日

会
場
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡

講
演
「
考
古
学
と
占
代
九
州
1
邪
馬
台
圈

論
争
に
も
ふ
れ
な
が
ら
1
」

荊
師

森
浩
氏
(
同
志
社
大
学
名
教
授
)

参
加
者
約
四
百
五
十
人

⑦
金
沢

年
七
月
八
日

会
場
金
沢
全
日
空
ホ
テ
ル

綱
演
1
 
志
士
か
ら
学
上
ヘ
1
立
身
出
世
と

明
治
の
青
年
1
」

緋

伊
藤
彌
彦
氏
尖
学
法
学
部
教
遥

師

二
Ⅱ゛
演
2
 
「
勇
丸
の
な
か
に
し

訥
師

大
八
木
一
蛋
氏
百
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ツ
ト
ポ

ー
ル
協
会
普
及
育
成
委
員
)

参
加
者
約
一
白
人

S
.
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
こ
と
な
ど
1
L

胤
師

井
L
 
勝
也
氏
尖
学
文
学
部
教
揖

゛
演
2

世
紀
を
前
に
し
て
1
日
本

冉
生
の
課
題
1
」

講

師
山
田
厚
史
氏
翁
日
新
聞
ア
ジ
ア
総
局
員
)

参
加
者
約
一
而
人

⑪
名
古
屋

●
●
●
年
 
0
月
一
四
日

本
場
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

J
演
1
 
秒
島
裂
の
『
私
立
』
す
る
精
神
1
児

迷
の
"
代
に
同
志
社
は
一
隅
を
畷
ら

す
亢
と
な
る
か
1
」

゛
師

沖
田
行
可
氏
(
大
学
文
学
部
教
遥

.

全
同
志
社
合
唱
祭

5二
0
0
0
年
三
月
一
八
日

会
場
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

参
加
介
咽
団

1
同
志
社
混
声
合
嘱
団

同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業

二
0
0
0
年
三
月
一
五
日

会
場
南
海
サ
ウ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
大
阪

講

m

コ
ラ
ソ
ン
コ
フ
ァ
ン
コ
ア
キ
ノ
氏

Ⅱ

(
元
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
大
統
領
)

フ
ィ
リ
ヒ
ン
の
圈
内
情
払
力
に
ょ
り
、
誠
帥
が

出
田
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
中
止
。

二
0
0
0
年
九
月
二
二
日

会
場
札
幌
後
楽
園
ホ
テ
ル

訥
演
1
 
薪
島
襄
と
北
海
道
1
一
器
の
ニ
コ

ラ
イ
盲
教
師
と
札
怪
復
の
W
.

二
0
0
0
年
一
 
0
月
七
日

会
場
神
戸
智
ホ
ー
ル

J
演
1
 
「
芽
島
襄
の
青
春
と
異
文
化
休
験
1

血
二
十
五
年
Π
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー
」

納
師

沖
田
行
可
氏
(
大
学
文
学
部
教
挫

'
演
2
 
「
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
条
件
」

赫
卯

小
川
和
久
氏

、
ー

(
国
際
政
治
・
軍
車
ア
ナ
リ
ス
ト

⑨

神
ノ=

⑫
大
阪
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②
同
志
社
D
.
 
M
.
 
C
.

③
伺
志
社
学
生
聖
歌
隊

④
伺
志
社
教
職
員
合
唱
団
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ク
ロ
ー
バ
ー

^
同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

⑥
ク
ロ
ー
バ
ー
ク
ラ
プ

^
伺
志
社
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ン
ッ

⑧
同
志
社
リ
ー
ダ
ク
ラ
ン
ツ
コ
ー
ル
0
B
合

唱
団

⑨
同
志
社
混
声
合
唱
団
こ
ま
く
さ

⑩
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
聖
歌
隊

⑪
フ
レ
ン
ド
リ
ー
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ

⑫
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
ホ
ザ
ナ
コ
ー

ラ
ス
立
口

⑬
同
志
社
女
子
大
学
音
楽
科
合
唱
団

⑭
同
志
社
学
生
混
声
合
唱
団
<
C
.
C
.
D
.
>

⑮
同
志
社
混
声
<
シ
ャ
ン
テ
>
(
C
.
C
.
D
.

O
B
 
・
 
O
G
合
唱
団
)

参
加
者
約
千
八
百
人

講
演
会
二
0
0
0
年
一
 
0
月
七
日

「
志
の
人
・
新
島
襄
L

本
井
康
博
氏
(
同
志
社
大
学
講
師
)

参
加
者
約
七
百
六
十
人
(
需
会
六
十
人
)

「
同
志
社
百
二
十
五
年
の
あ
ゆ
み
」
展

②二
0
0
0
年
一
 
0
月
一
六
日
S
三
月
一
八
日

会
場
大
学
ハ
リ
ス
理
化
学
館

N
 
e
 
e
 
s
 
・
1
m
 
a
 
R
 
o
 
o
 
m
 
ほ
か

展
示
会

「
新
島
襄
の
ス
ケ
ッ
チ
と
」
展

二
0
0
0
年
一
0
月
二
日
S
八
日

会
場
丸
善
京
都
河
原
町
店
七
階
ギ
ャ
ラ

⑤
教
育
学
専
攻
創
設
五
十
周
年
記
念
特
別
講
演

二
0
0
0
年
一
一
月
一
七
日

会
場
大
学
神
学
館
礼
拝
堂

講
演
「
大
学
の
危
機
と
教
育
学
の
役
割
」

講
師
寺
崎
昌
男
氏
(
日
本
教
育
学
会
会
長
)

「
同
志
社
各
学
校
の
あ
ゆ
み
L
 
展

③

「
大
学
工
学
部
記
念
展
示
」

二
0
0
0
年
一
一
月
一
日
S
三
日

会
場
大
学
ハ
リ
ス
理
化
学
館

会
場
今
治
市
中
央
公
民
館
、
今
治
湯
ノ
浦

温
泉
「
ホ
テ
ル
ア
ジ
ユ
ー
ル
」
、
今
治

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

創
立
百
二
十
五
周
年
の
冠
を
つ
け
た
記
念

7

行
事

①
同
志
社
写
真
の
会
展
「
同
志
社
か
ら
の
風
」

二
0
0
0
年
七
月
三
百
S
二
五
日

会
場
京
都
・
祗
園
ぎ
ゃ
ら
り
い
西
利

二
0
0
0
年
一
一
月
一
日
S
三
日

会
場
大
学
明
徳
館
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

⑥
同
志
社
交
響
楽
団
第
七
十
二
回
定
期
演
奏
会

二
0
0
0
年
一
旦
一
日

会
場
大
阪
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

ノ
ー

3
関
西
学
生
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
戦

立
命
館
大
学
V
S
同
志
社
大
学

二
0
0
0
年
一
一
月
三
日

会
場
滋
賀
県
立
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

④
同
志
社
東
京
・
エ
グ
ゼ
グ
テ
ィ
ブ
の
集
い

同
志
社
校
友
会
東
京
支
部

二
0
0
0
年
一
一
月
一
日

会
場
同
志
社
大
学
東
京
ア
カ
デ
ミ
ー

②
同
志
社
・
今
治
モ
ダ
ン
シ
テ
ィ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

二
0
0
0
年
一
一
月
三
日
S
五
日
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⑦
同
志
社
混
声
合
唱
団

京
都
・
広
島
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

二
0
0
0
年
一
月
二
五
日

会
場
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

8

同
志
社
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
&
ウ
ィ
ー
ク

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
ウ
ィ
ー
ク

二
0
0
0
年
一
月
日
S
 
e

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
一
プ
ー

二
0
0
0
年
一
一
月
三
日

会
場
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
実
施

一
日
と
二
日
は
各
種
展
示
、
写
真
展
に
加
え

て
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ァ
ー
を
行
っ
た
が
、
天
候
に

恵
ま
れ
ず
、
参
加
者
は
約
百
八
十
人
で
あ
っ
た
。

三
日
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
し
て
今

出
川
キ
ャ
ン
ハ
ス
を
主
会
場
に
、
十
時
か
ら
の

、ノ

開
会
式
に
始
ま
り
、
十
六
時
の
閉
会
ま
で
左
記

の
よ
う
な
様
々
な
催
し
に
ょ
り
卒
業
生
歓
迎
の

日
と
し
た
。
参
加
者
は
、
卒
業
生
と
そ
の
家
族

約
三
千
八
百
人

化
0
」

木
村
政
雄
氏
(
吉
本
興
業
常
務
取
締
役
)

②
講
演
1

会
場
大
学
明
徳
館
一
番
教
室

誠
演
「
日
本
か
ら
見
た
べ
ト
ナ
ム
ー
水
か

ら
く
り
の
世
界
1
L

訥
師
山
田
和
人
氏
尖
学
文
学
部
教
授

同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業

①
記
念
講
演

会
場
大
学
明
徳
館
二
十
番
教
室

講
演
日
本
の
活
力
を
培
う
美
い
の
文

③
講
演
2

会
場
大
学
至
誠
館
二
番
教
室

誠
演
「
新
島
先
生
に
は
会
計
学
者
の
素
質

が
あ
っ
た
?
・
1
同
志
社
の
教
育
理
念

と
情
報
公
開
1
L

訥

百
合
野
正
博
氏
(
大
学
商
学
部
教
挫

師

ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
の
集
会
が
数
多
く
開
か
れ

た
。

誠
師

④
講
演
3

会
場
大
学
至
誠
館
三
番
教
室

講
演
「
日
本
語
教
育
の
過
去
・
現
在
・
未
来

'
師
河
野
俊
之
氏
爰
子
大
学
助
教
握

⑥
そ
の
他
の
催
し

学
校
紹
介
・
入
試
相
談
、
ビ
デ
オ
上
映
、
大

学
璽
県
栞
需
奏
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
0
B
合
唱
、

ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
、
大
学
応
援
団
演

獅
・
吹
奏
、
人
力
伸
(
散
策
)
な
ど
。

⑤
集
会
・
ク
ラ
ス
会

今
出
川
校
地
の
各
教
室
、
研
究
室
、
明
徳
館

前
、
ア
ー
モ
ス
ト
館
庭
園
女
子
大
学
図
書
館

屋
上
庭
園
無
け
ら
れ
た
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
で

9
.
記
念
卒
業
式

二
0
0
0
年
三
月
一
日

会
場
同
志
社
栄
光
館

参
加
者
約
二
壬
百
人

学
園
紛
争
で
卒
業
式
が
実
施
で
き
な
か
っ
た

一
九
七
0
年
、
九
七
二
年
、
一
九
七
五
年
の

大
学
卒
業
生
が
対
象
。

紀
念
卒
業
式
は
午
前
と
午
後
の
二
回
に
分
け

て
実
施
さ
れ
、
同
志
社
大
学
で
こ
れ
ま
で
行
わ

れ
て
き
た
「
式
次
第
」
に
ょ
っ
て
厳
粛
に
進
め

ら
れ
た
。
一
九
七
0
年
、
一
九
七
二
年
卒
業
生

に
山
本
浩
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
・
一
兀
大
学

長
か
ら
、
一
九
七
五
年
卒
業
生
に
松
山
義
則
総

長
・
兀
大
学
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
証
書
授

与
と
祝
辞
が
あ
り
、
八
田
英
二
大
学
長
か
ら
式

辞
松
べ
ら
れ
た
。

.
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円
.
新
聞
広
告
(
五
十
七
頁
に
掲
載
)

二
0
0
0
年
一
0
門
九
日
掲
載
。
ヴ
ァ
ー
モ

ン
ト
州
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
レ
イ
ス
教
会
で
開

か
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
第
六
十
五

回
年
次
大
会
に
お
い
て
、
新
島
業
日
本
に
キ

リ
ス
ト
教
の
学
校
を
讐
し
た
い
と
い
う
感
動

的
な
ア
ヒ
ー
ル
を
行
っ
た
日
(
一
八
七
四
年
一

月
九
日
)
を
記
念
し
て
設
定
。

掲
載
紙
は
、
朝
日
、
読
売
、
毎
日
、
一
靴
新

聞
(
全
十
五
段
の
カ
ラ
ー
)
。
協
賛
企
業
と
し
て

令
国
紙
は
二
十
三
社
(
一
社
百
万
円
)
、
京
都
新

聞
は
七
社
(
一
社
三
十
万
円
)
に
協
力
を
依
頼
。

電
子
メ
ー
ル
、
電
話
、
新
聞
社
へ
の
投
稿
等

で
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
反
響
が
あ
っ
た
。
概

ね
同
志
社
が
「
志
の
高
い
教
育
機
関
で
あ

る
と
い
う
好
印
象
を
受
け
た
と
の
レ
ス
ホ
ン
ス

が
大
多
数
で
あ
っ
た
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
新
島
の
夢
を
現
実
の
も

の
と
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
小
学
校
役
立
の
可

能
性
を
検
討
す
る
中
で
、
響
学
園
黒
社
で

の
各
学
校
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
日
本
の
教
育

の
鼎
点
や
そ
の
解
決
方
法
な
ど
を
検
討
す
る

こ
と
は
、
同
^
^
の
^
^
の
た
め
に
^
^
国
^
^
^

あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
「
黒
社
小
学
校
(
仮

称
)
凱
竪
構
想
委
員
会
」
を
設
置
し
、
で
き
れ
ば

、
一
世
紀
初
頭
に
実
現
す
べ
く
禄
的
に
検

討
す
る
こ
と
寵
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
同
志
社
教
育
の
特
色
を
生
か
す

た
め
に
も
、
小
学
校
を
設
立
し
、
独
自
の
教
育

フ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
佃
性
豊
か
な
国
際
性

を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
う
「
中
問
答
申
」
(
二
0
0
0
年
三
月
ご
二

日
)
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
理
念
、
一
貫
教

育
な
ど
の
盟
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
型
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
を
引

き
継
ぐ
か
た
ち
で
、
こ
の
委
員
会
を
継
続
し
て

設
楓
し
、
小
学
校
讐
の
可
能
性
を
よ
り
具
体

的
に
将
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Π
.
同
志
社
小
学
校
(
仮
称
)
設
立
構
想

の
検
討

新
島
裂
は
「
キ
リ
ス
ト
主
義
の
裳
は
、
幼

稚
園
よ
り
大
学
に
い
た
る
ま
で
じ
つ
に
必
要
の

も
の
と
信
ず
れ
ど
も
、
当
時
、
我
が
輩
の
力
な

を
微
々
た
り
、
よ
く
こ
れ
に
着
手
得
ざ
る
べ
し
し

同
志
社
教
育
を
一
層
充
実
す
る
た
め

.

Ⅲ

の
施
設
等
の
整
備

同
志
社
び
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

.

1

キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
及
び
国
際
主
義
教
育

を
推
進
す
る
た
め
の
施
設
を
、
琵
琶
湖
畔
の
北

小
松
校
地
に
建
設
し
た
こ
れ
は
、
今
出
川
キ

ヤ
ン
ハ
ス
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
ハ
ス
に
加
え
同
志

、

、

ノ

ノ

社
の
第
三
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
整
備
さ
れ

た
。
建
設
資
金
は
、
ハ
ワ
イ
の
キ
リ
ス
ト
者
か

、ノ

ら
捧
げ
ら
れ
た
寄
付
を
も
と
に
購
入
し
た
「
同

志
社
唐
崎
ハ
ワ
イ
ハ
ウ
ス
」
の
売
却
代
金
、
並

、ノ

び
に
創
立
百
卜
一
周
年
を
記
念
し
て
「
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
」
建
設
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
寄

付
金
な
ど
あ
わ
せ
て
約
三
十
億
円
。

約
十
万
六
千
.
m
の
敷
地
内
の
施
設
概
要
は

北
小
松
校
地
整
備
企
画
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た

結
果
多
目
的
仕
様
の
礼
拝
堂
を
は
じ
絡
定

員
二
百
四
十
六
人
の
和
室
・
洋
室
・
キ
ャ
ビ
ン

の
計
四
十
九
室
、
国
際
△
瓢
も
可
能
な
△
磊
室

を
含
む
セ
ミ
ナ
ー
室
七
室
、
大
小
食
堂
や
三
つ

の
浴
室
な
ど
建
物
の
延
床
面
積
は
約
五
千
が
。

屋
外
施
設
と
し
て
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
を
含
む
キ

ヤ
ン
プ
エ
リ
ア
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
屋
外
グ
リ
ー
ン
チ
ャ
ヘ
ル
、
駐
卓
場
、
ビ
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阿
志
社
創
立
荷
二
1
五
燭
年

牡
竹
●
打

切
旦
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0

Ⅱ
、
打
島
ι
"
m
Π
立
●
A
を
ー

そ
の
夫
は
、
り
の
、
車

斑
本
の
米
来
に
、
げ
た
。

教

や
督
厭
の
臨
.

'
.
、
§
で
峡
こ
こ
か
ら
畔
り
せ

如
れ
ず
に
嬰
托
に
俳
允
、

同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
卸
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オ
ト
ー
プ
な
ど
自
然
に
親
し
む
自
然
観
察
路
な

ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
七
月
三
日
起
工
式
、
二
0
0
0

年
八
月
一
一
日
竣
工
し
、
九
月
二
九
日
献
堂
式

を
挙
行
、
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
施

設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
運
営
委
員
会
及
び
そ

)し

の
下
に
企
画
実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
今
後

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
が
け
画
さ
れ
て
い

る
。

同
志
社
女
子
大
学
「
友
和
館
」
(
コ
ミ
ユ
ニ

2

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
)
竣
工

学
生
及
び
卒
業
生
の
た
め
の
施
設
と
し
て
二

0
0
0
年
八
月
八
日
竣
工
、
九
月
一
日
献
堂
式

を
挙
行
。
 
R
C
造
地
上
四
階
・
地
下
一
階

建
物
延
床
面
積
五
五
五
丁
0
-
.
m
。
在
学
生

及
び
卒
業
生
用
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
計
三
十
二
室
。

ジ
エ
ー
ム
ズ
館
の
保
存
改
修
工
事

.

2

女
子
大
学
の
零
事
業
と
し
て
施
工
中
。
ニ

0
0
一
年
八
月
に
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
コ
ミ

ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
完
成
す
る
予

定
。

Ⅳ
.
歴
史
的
建
造
物
の
修
復
・
活
用

ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
修
復

.

1

重
要
文
化
財
で
あ
る
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
改

修
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
及
び

京
都
府
文
化
財
保
護
課
と
打
ち
合
わ
せ
の
結

果
全
面
改
修
は
三
年
先
に
予
定
さ
れ
て
い
る

補
助
金
事
業
に
委
ね
る
こ
と
と
し
、
当
面
、
飾

り
石
の
剥
落
や
雨
漏
り
を
防
止
す
る
た
め
の
応

急
修
理
を
実
施
。
二
0
0
一
年
九
月
ま
で
に
終

了
す
る
予
定
。

4
.
京
田
辺
校
地
通
学
路
周
辺
の
環
境
整
備

東
西
道
路
南
北
の
校
地
を
造
成
し
、
キ
ャ
ン

ス
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
く
す
る
た
め
の
基
盤

、ノ整
備
。
東
西
道
路
に
平
行
し
て
北
側
に
あ
る
校

地
を
通
学
路
の
高
さ
ま
で
造
成
す
る
と
と
も

に
、
緑
地
帯
を
設
け
プ
ラ
ザ
的
な
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
整
備
し
、
駐
輪
場
も
拡
大
し
て
整
備
。
ま

た
、
東
西
道
路
と
市
道
に
面
す
る
フ
ラ
ッ
ト
な

校
地
は
、
盛
り
土
と
植
樹
及
び
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト

を
建
て
る
な
ど
に
ょ
り
整
備
。
な
お
、
こ
の
モ

ニ
ユ
メ
ン
ト
は
、
日
本
サ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
協
会

の
S
D
A
賞
を
受
賞
。

新
島
、
品
庫
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
貴
重

.

2

資
料
の
保
存
と
公
開

九
九
八
年
度
か
ら
約
五
千
九
百
点
万
三

千
コ
マ
を
対
象
二
0
0
0
凄
杢
兀
了
の
予
定
。

「
資
料
公
開
シ
ス
テ
ム
L
 
二
0
0
一
年
度
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
資
料
を
公
開
す
る
た

め
、
研
究
者
用
利
用
シ
ス
テ
ム
、
展
示
翁
の

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
「
友
愛

.

3

館
」
(
新
校
舎
)
竣
工

普
通
教
室
特
別
教
室
、
多
目
的
教
室
プ

ー
ル
な
ど
を
設
置
。
一
九
九
九
年
二
月
二
二
日

竣
工
、
三
月
二
三
日
献
堂
式
を
挙
行
。
 
R
C
造
、

地
上
五
階
建
物
延
床
面
積
四
0
四
九
・
四
.
m
。

V
.
社
史
資
料
の
整
理
、
同
志
社
百
年

史
」
以
降
の
年
表
編
集
な
ど

同
志
社
資
料
の
整
理

.

1①
図
書
資
料
未
整
理
図
書
約
七
千
冊
の
本
学

目
録
検
索
シ
ス
テ
ム
(
D
O
O
R
S
)
へ
の
デ

ー
タ
入
力
を
一
九
九
八
年
一
 
0
月
か
ら
開
始
、

二
0
0
0
年
度
末
に
完
了
の
予
定
。

次
資
料
約
一
万
四
千
点
の
調
査
点
検
を

②
一
行
い
、
二
0
0
0
年
度
末
に
『
文
書
目
録
』
を

刊
行
の
予
定
。
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公
開
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
予
定
。

現
代
語
で
読
む
新
島
襄
」

.

3

(
現
代
語
で
読
む
新
島
襄
L
編
集
委
員
会
編
)

新
島
襄
の
書
簡
、
日
記
、
趣
意
書
な
ど
か
ら

七
十
七
点
を
現
代
証
扱
二
0
0
0
年
一
一
月

二
九
日
刊
行
。
 
A
五
判
三
百
十
二
ペ
ー
ジ
。

〔
編
集
委
員
井
上
勝
也
(
大
学
文
学
部
教
授
)

伊
藤
彌
彦
(
大
学
法
学
部
教
授
)
本
井
康
博

(
大
学
文
学
部
嘱
託
講
師
)
沖
田
行
司
(
大
学

文
学
部
教
授
)
坂
本
清
童
女
子
大
学
学
芸
学

部
特
任
教
授
)
〕

同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業

一
百
八
十
ペ
ー
ジ
、
二
0
0
0
年
三
月
刊
行
。

7
 
「
募
<
鳶
動
」
ジ
エ
ー
ム
ズ
館
保
存
改
修
と

(コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
(
友
和
館
)
建
設

費
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
募
金
中
(
募
金
目

標
額
五
億
円
)
。
二
0
 
卸
ご
肩
末
現
在
、

寄
付
市
込
額
一
億
九
千
八
百
八
十
七
万
二
千

円
、
件
数
二
千
二
百
五
十
三
件
。

4
.
同
志
社
百
年
史
以
降
の
同
志
社
年
表
の

刊
行

二
0
0
一
年
三
月
ま
で
の
採
録
・
デ
ー
タ
入

力
を
二
0
0
0
年
度
末
ま
で
に
完
了
。
二
0
0

一
年
度
に
『
同
志
社
百
二
十
五
年
史
年
表
』
(
仮

称
)
を
刊
行
す
る
予
定
。

設
置
。
二
0
0
0
年
四
月
黒
。

②
京
田
辺
校
地
に
通
学
路
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

(
正
門
か
ら
友
和
館
を
つ
な
ぐ
)
完
成
(
一
九
九

九
年
四
月
)
友
和
館
L
(
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
)
竣
工
(
一
0
0
0
年
八
目
)
。

③
今
出
川
校
地
の
「
ジ
エ
ー
ム
ズ
館
保
存
改

修
。
二
0
0
一
年
八
月
完
成
予
定
。

④
一

九
九
九
年
三
月
二
0
日
に
今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
第
一
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

開
催
。
卒
業
生
約
千
二
百
人
が
参
加
記
念
礼

拝
、
記
念
式
典
記
念
訥
演
、
懇
親
ハ
ー
テ
ィ

ー
を
実
施
。

二
0
0
一
年
三
月
四
日
に
京
田
辺
キ
ャ
ン

ス
で
第
二
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開

、ノ催
。
「
同
志
社
女
了
大
学
歌
」
(
作
詞
江
ホ
苗

及
氏
・
作
曲
原
嘉
壽
子
氏
)
の
発
表
披
露
を

行
う
予
定
。

⑤

九
九
九
年
一
 
0
月
九
日
、
 
1
M
P
ホ
ー
ル

(
大
阪
)
に
お
け
る
、
中
坊
公
平
氏
公
蔽
士
)

な
ど
の
「
ハ
ム
開
文
化
講
演
会
」
を
は
じ
め
と
し

て
、
「
短
期
大
学
部
講
演
会
」
「
音
楽
学
科
処
長

楽
団
演
奏
会
」
「
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
公
演
」
「
短
期
大
学
部
ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
ハ
ム

演
L
 
な
ど
を
各
年
度
に
開
催
。

⑥
『
同
志
社
女
子
大
学
百
二
十
五
年
 
A
四
判

Ⅶ
.
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
の

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業

①

一
九
九
九
年
四
月
か
ら
中
学
校
の
学
級
増

(
五
ク
ラ
ス
か
ら
六
ク
ラ
ス
と
し
、
ク
ラ
ス
定
員

を
四
十
人
と
す
る
)
を
実
施
。

②
二
0
0
0
年
四
月
に
は
、
高
等
学
校
に
「
国

際
コ
ー
ス
L
 
二
学
級
を
新
設
。
そ
の
二
分
の
一

を
女
子
生
徒
と
し
て
、
男
女
共
学
を
実
施
。

③
二
0
0
二
年
四
月
か
ら
、
中
学
生
新
入
生
を

男
女
共
学
と
し
、
そ
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
八

ト
人
の
女
子
生
徒
を
受
け
入
れ
る
予
定
。

④
建
物
の
新
設
及
び
改
修

①
特
別
教
室
の
空
胴
設
備
、
忠
館
・
新
器

館
の
特
別
教
室
な
ど
の
改
修
工
事
。
一
九
九
七

年
八
月
完
成

2
有
朋
館
(
生
徒
食
堂
)
拡
張
工
事
。
一
九
九

Ⅵ
.
同
志
社
女
子
大
学
の
創
立
百
二
十
五

周
年
記
念
事
業

①
「
現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
L
(
修

業
年
限
四
年
・
収
容
定
員
千
六
面
四
十
人
)
を
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七
年
八
月
完
成
。

③
新
校
舎
「
友
愛
館
、
鴛
及
び
明
誠
館
改
修

工
事
。
一
九
九
九
年
三
珂
完
成
。

④
通
学
路
ア
プ
ロ
ー
チ
部
分
(
紳
の
塔
を
含
む
)

の
整
備
改
修
工
事
(
第
Ⅱ
期
工
事
の
一
部
前
倒

し
)
。
一
九
九
九
年
八
月
完
成
。

⑤
第
Ⅱ
期
工
事
通
学
路
ア
プ
ロ
ー
チ
部
分
、

第
二
体
育
館
、
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
希
及
び

新
校
企
桑
双
。
二
0
0
一
年
度
完
成
予
定
。

記

⑤
二
0
0
一
郁
三
月
一
 
0
日
編
念
式
.

△
需
演
を
1
M
P
ホ
ー
ル
で
、
祝
賀
会
を
ホ
テ

ル
ニ
ユ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
開
催
す
る
予
定
。

誠
演
会
・
演
奏
会
・
展
覧
会
・
競
技
会
・
バ
ザ

ー
な
ど
も
実
施
す
る
予
定
。

⑥
『
同
志
社
香
里
創
立
五
十
周
年
記
今
声
を

現
在
編
纂
中
。
二
0
0
一
年
九
月
刊
行
の
予
定
。

⑦
「
募
金
活
動
」
①
か
ら
⑤
の
事
業
費
に
充
て

る
た
め
、
募
金
中
(
募
金
県
額
八
億
円
)
。
ニ

0
0
0
年
二
肩
末
現
在
、
寄
付
申
込
額
雇

二
千
八
百
四
十
五
万
五
千
八
百
一
円
、
件
数
千

六
百
四
十
一
件
。

Ⅷ
.
同
志
社
幼
稚
園
の
創
立
百
二
十
五
周

年
記
念
事
業

①
幼
稚
園
舎
の
増
築
玉
が
二
0
0
0
年
三
月

に
完
成
。
一
階
一
室
。
 
R
C
造
七
十
二
が
。

②
幼
稚
園
の
「
園
歌
」
制
定
。
作
詞
、
作
曲
と

も
公
募
。
二
0
0
0
年
一
一
月
二
六
日
に
選
定
。

作
詞
岸
本
兵
一
氏
(
同
志
社
大
学
大
学
院
神
学

研
究
科
修
了
)
、
作
曲
深
田
琴
氏
(
同
志
社
大

学
法
学
部
卒
)
の
作
品
に
決
定
(
八
十
三
頁
に

0

掲
載
)

③
幼
稚
器
念
式
典

二
0
0
0
年
一
一
月
二
六
日
、
同
士
荏
米
光

館
。
百
三
十
人
の
園
児
と
卒
園
生
、
父
母
、
来

賓
を
含
め
約
三
百
人
の
参
加
者
。
第
一
部
で
は

記
念
式
、
第
二
部
で
は
「
園
歌
L
 
の
候
補
作
品

曲
の
母
の
会
に
ょ
る
発
表
。
「
園
歌
L
の
優
秀

賞
及
び
佳
作
の
決
定
と
授
賞
。

、
ナ
八
万
汎
千
円
の
寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
れ

を
特
別
寄
付
と
し
て
受
け
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ

ま
た
、
同
志
社
び
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
に
設
置
さ
れ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
購
入
資
金

の
一
部
と
し
て
、
全
同
志
社
合
唱
祭
の
実
行
委

員
会
か
ら
自
八
万
五
千
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
。

Ⅸ
.
同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
に

対
す
る
特
別
寄
付

学
校
法
人
祠
志
社
と
し
て
四
霊
事
業
は
実

施
し
な
か
っ
た
が
、
全
国
各
地
の
卒
業
生
か
ら

百
十
五
周
年
を
,
北
念
し
て
五
件
、
一
百
五
十

0


